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栃木県では、県民一人一人が、楽しく健全な食生活を実践することにより、食に対する感謝の
気持ちを深め、心身の健康と豊かな人間性を育むことを基本理念とした食育を推進しています。
豊かな食に感謝し、親しむ機会を増やすため、食育ボランティア「とちぎ食育応援団」による、
地域と連携した取組を進めています。「とちぎ食育応援団」の活動の一環として、平成23(2011)
年10月から、就学前の子供とその保護者等を対象とした「食育出前講座（以下「講座」という。）」
を公益財団法人栃木県農業振興公社に委託し、実施してきましたが、進学や就職で生活環境が変
化することによって食生活が乱れがちになる若い世代に対しても食育を行う必要があるのではな
いかと考え、令和５(2023)年度から大学や企業を対象とした講座を開始しました。
令和５(2023)年度は県内企業である栃木トヨタ自動車株式会社（以下「栃木トヨタ」とい

う。）の新入社員研修の中で講座を実施しました。栃木トヨタと協議の上、仕事をする上での
朝食の重要性や、県産農作物への理解促進を盛り込み、食に関する専門的な知識も学べる内容
としました。今回のポイントは、若い世代が食に関する講話で朝食の大切さを学び、くわえて
県産の米や味噌を用いた調理体験を実施することで、食や食材としての農産物への理解が深め
やすい点にあります。食事にかける時間が短い傾向が見られる新社会人や大学生が、日々の食
生活に取り入れやすいミニおにぎり作りやみそ玉を用いたみそ汁作りといった調理体験を研修
プログラムの中に組み込みました。
講座後のアンケートでは、「食と農についてよく理解できた。」、「県産の農作物について愛着

がもっと湧いた。」、「朝、ジュースを飲むだけでなく、食事をとることの必要性を理解できた。」
という声が聞かれました。アンケートの結果から、参加者の理解が進み、栃木トヨタの人事担
当者からも有意義な研修が実施できたとの感想をいただきました。
本取組が地元のメディアで紹介されたことによる講座の反響が少しずつ出ており、他の企業

からも新入社員を対象とした講座を実施したいとの希望が上がっています。この取組を通じ、
若い世代を対象とした食育の重要性が改めて明らかになりました。
栃木県ではこれまでと同様に子供の頃から食の大切さを学んでもらう活動を継続するととも

に、SNS等の若い世代が興味を持てるツールの活用も検討していきたいと考えています。今後
も地域の声を捉えながら、食と農の理解を深めてもらえるような食育の取組を進めていきます。

とちぎ食育応援団による講話の様子 調理体験と試食の様子

地元企業の新入社員研修での食育の取組～講話と調理体験を組み合
わせ、自らの食生活に手軽に取り入れられる朝食を～
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